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大
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新
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学
会

東
・
京
都
（
神
田
局
区
内
）

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
（
明
大
）

　
　
き
代
表
（
Ｍ
）
局
五
八
こ
　
　
（
内

4
0
9
4
1
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電
　
　
　
　
｛

直
通
（
’
一
゛
）
尚
五
九
〇
八

針

）
五
八
五
四

概
醤
口
里
（
東
収
）
七
九
八
八
八
番

教
職
員
含
め
大
衆
団
交

一
洋
分
（
送
料
共
）
　
七
五
〇
円

一
司
分
（
送
料
共
）
一
五
〇
〇
円

1
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’
１
１
１
１

’
学
部
長
会
な
ど
政
勧
告
で

　
　
Ａ
学
費
ｖ
を
め
や
る
紛
争
は
。
中
だ
る
み
’
、
と
も
言
う
べ
き
一
時
的
平
穏
を
み
せ
て
い
る
。
ご
　
　
（
ｌ
砺
号
、
長
野
法
人
理
事
長
談
参
照
）
か
ら
目
動
的
に
順
延
さ
れ
た
と
み
ら
れ
で
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ
　
　
　
’
　
　
　
　
…

先
月
二
十
四
日
の
和
泉
校
舎
の
ス
ト
ー
フ
イ
キ
突
入
以
来
、
早
く
も
三
週
間
を
経
過
し
、
法
人
当
　
一
　
妥
錯
ヘ
ー
る
の
擢
み
は
か
ろ
う
じ
て
つ
な
が
れ
て
い
る
。
い
ま
双
方
は
、
十
Ξ
日
へ
の
諸
対

局
に
も
ま
た
学
生
側
に
も
疲
労
と
焦
燥
が
見
ら
れ
て
き
た
．
こ
う
し
た
折
か
ら
、
こ
の
局
面
を

打
開
し
、
紛
争
収
拾
へ
の
方
向
ず
け
を
期
待
さ
れ
て
い
た
八
日
の
団
交
は
、
法
人
側
の
意
向
で

十
三
日
に
延
期
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
法
人
側
の
値
上
げ
正
式
決
定
１
発
表
も
予
定
の
ｔ
こ

　
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
相
次
い
だ
和

泉
・
生
田
・
神
田
の
三
地
区
施
設
（
大

学
院
、

‘ 小
川
町
校
舎
、
和
泉
教
職
員
研

修
館
を
除
く
）
の
学
園
封
鎖
に
と
も
な

う
学
生
の
自
主
管
理
は
そ
の
後
平
穏
に

続
き
、
バ
リ
ケ
ー
ド
の
内
で
は
ク
ラ

ス
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
？
－
ク
ル
な
ど
の

単
位
に
よ
る
討
論
会
、
講
演
会
が
自
主

的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
全
学
闘

争
委
員
会
盲
員
長
大
内
義
男
＝
工
四
）

や
戈
凋
”
瀞
漣
な
ど
も
連
日
集
会
や
デ

蒙
狸
だ
っ
で
蓼
ク
碁
旅
ｌ
の

交
民
で
や
や
ｉ
ｉ
’
ｎ
ｒ
い
・
｀
・
一
に
Ｉ
ｒ

生
自
治
機
構
ａ
学
苑
会
（
委
員
長
酒
田

征
夫
日
‥
政
四
）
も
、
よ
う
や
く
活
発
な

動
き
を
み
せ
始
め
た
。
い
ま
ま
で
の
と

こ
ろ
学
園
封
鎖
を
め
ぐ
る
学
生
間
の
具

体
狗
ト
ラ
ブ
ル
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

Ｌ
方
、
部
分
的
な
が
ら
事
務
職
員
の

一
部
が
学
生
側
の
要
請
で
和
泉
校
舎
で

学
割
り
発
行
な
ど
教
務
事
務
の
一
部
を

始
め
、
更
に
九
日
の
職
員
会
幹
事
会

　
（
幹
事
長
奥
村
蚕
嗣
参
事
）
の
意
向
次

第
で
は
、
駿
河
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職
事
務
を
含
ぬ
た
業
務
が
再
開
さ
れ
る

i
l
l
t
J
4
＆
Q
o

4
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M
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策
に
全
力
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
も
し
、
十
三
日
の
団
交
が
決
裂
し
た
時
に
は
、
紛
争

は
年
を
越
し
、
早
大
紛
争
同
様
の
ド
ロ
沼
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

待
機
雲
居
で
、
学
外
約
十
が
所
に
仮

事
務
所
を
設
置
（
別
掲
記
事
参
照
）
、
執

務
を
開
始
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
教
員
側
も
各
教
授
会
を
も

つ
な
ど
事
態
収
拾
に
取
り
組
み
、
こ
、

三
の
学
部
で
は
声
明
文
を
発
表
す
る
な

ど
伺
竃
決
へ
の
積
極
的
姿
勢
を
み
せ
て

い
る
。

　
五
日
に
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
本
部

の
神
田
中
央
ピ
ル
で
、
’
武
田
孟
総
長
、

ふ
佃
渾
に
岸
張
こ
４
洛
１
名
流

が
看
な
わ
れ
①
学
費
値
上
げ
の
基
本
方

呼
よ
鮑
び
￥
穴
・
。
随
民
政
司
一
ま
吸
ｔ
Ｃ
’

い
な
い
。
児
玉
と
主
烋
契
持
っ
て

話
し
台
っ
て
も
よ
い
。
③
専
任
教
員
の

増
員
と
質
の
向
ヒ
、
愚
嘉
制
度
の
拡

充
、
課
外
活
動
の
助
成
増
加
な
ど
、
学

生
へ
の
還
元
を
考
え
て
い
る
Ｉ
と
語

っ
た
。

　
一
方
学
生
餌
も
同
五
時
か
ら
駿
河
台

学
生
会
館
の
三
階
和
室
で
斎
藤
克
彦
反

日
共
系
全
学
連
再
建
委
員
長
（
商
四
）

な
ど
が
出
席
し
て
各
社
記
者
と
会
見
し

回
靉
㈱
討
Ｕ

こ
哩
ｔ
ご
「
ａ
ｇ
Ｌ
よ
４
’
一
Ｎ
肖
Ｚ
μ
啄
拓

か
ら
‐
。
の
支
援
は
す
べ
て
断
り
、
明
大
の

学
生
だ
け
で
闘
っ
て
い
る
。
し
か
し
法

人
当
局
側
が
官
憲
を
含
め
て
学
外
勢
力

を
介
入
さ
せ
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
外
部

か
ら
の
支
援
串
し
入
れ
を
断
ら
な
い
だ

ろ
う
」
と
い
う
院
目
す
ぺ
盗
回
が
あ

?
4
4
0

　
法
人
理
事
会
は
五
日
午
後
、
大
手
町

農
協
会
館
ビ
ル
ハ
階
会
憑
ぞ
、
各
学

部
長
と
懇
談
、
当
面
の
対
策
に
つ
い
て

．
ｒ
　
い
Ｉ
・

協
議
し
た
が
、
学
部
長
命
の
勧
告
で
学

生
命
に
対
し
八
日
か
十
日
に
話
し
合
い

を
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
法
人
当
局
は
六
日
、
午

後
五
時
か
ら
評
議
員
命
を
農
協
ビ
ル
で

緊
急
に
開
く
予
定
で
い
た
が
、
当
日
学

生
約
二
〇
〇
人
の
阻
止
に
あ
い
流
会
し

た
。
こ
の
折
に
学
生
剥
は
八
日
に
記
念

館
講
堂
で
大
衆
団
交
を
も
ち
た
い
と
申

し
入
れ
、
理
事
会
も
こ
れ
を
了
承
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
条
件
と
し
て
①
本
館
正

面
の
バ
リ
ケ
ー
ド
を
撤
去
す
る
。
②
会

場
の
一
階
左
半
分
を
教
職
両
用
と
ず
る

③
身
辺
の
保
障
を
す
る
の
三
点
を
宮
崎

学
生
部
長
を
通
じ
て
申
し
入
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
学
生
剥
は
②
③
は
了
承
し
た

が
①
の
う
ち
教
職
員
の
通
行
は
認
め
る

が
バ
リ
ケ
ー
ド
は
撤
去
で
き
な
い
と
回

答
し
た
た
め
、
法
人
偏
は
一
方
的
に
団

交
約
定
を
破
棄
、
さ
ら
に
ハ
ロ
符
朝
日
・

毎
日
・
読
売
の
三
眠
朝
刊
に
団
交
中
止

広
告
を
掲
載
し
た
。
　
　
　
。

　
し
か
し
法
人
偏
は
学
邱
、
。
を
始
め

学
内
各
組
織
の
意
向
が

パ
『
匹

い
。

を
勧
告
し
て
い
る
た
め
、
更
め
て
十
三

日
午
後
一
時
か
石
千
代
田
区
九
段
会
館

ホ
ー
ル
を
借
り
て
大
衆
団
交
を
開
く
こ
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編
集
部
よ
り

｀ゝ

説
記
事
に
撹
点
を
置
い
た
た
め
、
し
ば
ら
ノ

休
載
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
収

載
す
る
の
か
、
す
ぐ
掲
載
を
再
開
せ
よ
と
（

た
。
よ
っ
て
木
号
か
ら
再
掲
し
ま
す
が
、
ｕ

白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
ご
投
稿
下
さ
い
。

ど
し
ど
し
係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
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○
・
・
・
四
千
人
を
集
め
た
三
十
日
の

大
衆
団
交
が
決
裂
し
、
怒
れ
る
若
者

ち
、
そ
心

り
で
、
一
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い
た
法
人
理
事
連
、
半
ば
融
け
足
で
立
場
で
蜃

裏
口
ぞ
い
に
車
庫
方
面
に
退
避
、
こ
　
じ
て
大
ま

れ
に
は
記
者
会
見
の
た
め
附
柵
し
て
方
、
学
恚

い
た
各
社
記
者
も
呆
然
と
し
た
表
情
　
記
者
会
見
、

だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
委
員
長
″

　
○
・
・
・
そ
の
理
事
連
に
遅
れ
じ
と
逃
　
入
指
令
雲

げ
出
し
た
の
が
法
人
諸
課
の
職
員
だ
表
明
な
晨

;
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と
を
決
定
。
そ
の
旨
学
生
伺
に
串
し
入

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
学
生
側
は
こ
う
し

た
話
し
合
い
は
記
念
館
講
堂
な
ど
学
内

で
行
な
う
べ
漣

て
表
明
、
北
読

交
を
斟
］
否
し
て

各
教
授
会

法
・
商
・
経

　
和
泉
・
生
田
・
神
田
三
地
区
の
全
学

学
園
封
鎖
・
学
生
管
理
に
と
も
な
い
、

各
学
部
教
授
必
一
も
事
態
収
拾
の
た
め
活

発
に
動
い
て
い
る
。
法
学
部
・
商
学

部
・
経
営
学
部
教
授
会
は
次
の
よ
う
な

声
明
を
発
表
し
た
。

Ｐ
ｒ
ｒ
困

わ
れ
教
授
・
学
生
を
一
体
と
す
る
研
究

・
教
育
活
動
を
阻
害
す
る
も
の
で
、
極

ｉ
ａ

。
ｊ

。
１
＿
Ｓ

１

Ｉ
Ｉ
に
一

１ １
１ １
一

ノ

や
ぶ
さ
か
で

任
あ
る
運
用

君
は
、
特
に

を
歎
守
す
べ

ら
、
4
f
!
Q
I

１

・
一
一
１
１
一
一
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轡
・
１
・
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一
一
一
一
一
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一
喝
ａ
一
一
ｌ
ｅ
一
一
一
・
一
一
・
・
一
一
・
・
一
・
ｅ
ｌ
瘤
嘩
一
一

フ
ヘ
こ
の
解

「
記
者
席
」
を

ｙ
ら
、
な
ぜ
休

飯
島
袖
無
課
員
の

’
た
だ
け
だ
っ
た
。

ｙ
/心
か芦雙ら怠孟た凹

部

長

が

_奮●･-

？
永
倉
生
田
、
曹

長
が
、
学
生
部
の

を
し
て
、
か
ろ
う

四
を
保
っ
た
。
一

生
会
館
ロ
ビ
ー
で

・
ら
の
方
は
大
内
義

台
校
舎
の
ス
ト
突

そ
れ
に
伴
う
所
信

ず
は
サ
マ
に
な
っ

な刄雙き恋瓜
動

/゛rゝ
聚
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こ
の
な
り

哩
111「

に

面1

部

が

きt

あ
り
、
こ
の
事
態

ぺ
き
で
あ
る
。
わ

し
得
る
し
、
そ
の

尊
重
す
る
こ
と
に

し
か
し
、
法
の
責

ぺ
き
法
学
部
の
諸

き
基
本
的
ル
ー
ル

る
。
意
憾
な
が

拠
は
、
そ
の
ル
ー

で
あ
っ
て
、
わ
れ

漿慾奮き訓りSぱ極檀２む
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四

回
ら
れ
て
お
ら
ず

Ｎ

同
校
校
榔
に
集

一
億
五
千

て
ら
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
日
頃
の

不
満
が
嘔
発
し
｛
右
の
。
　
　
　
＼

　
こ
の
集
会
訪
畢
生
会
館
を
学
生
に

開
放
せ
よ
②
単
調
内
で
の
言
論
・
思
想

・
集
金
の
自
白
名
器
よ
③
プ
レ
ハ
プ

校
舎
で
の
マ
ス
プ
暫
授
業
反
対
－
ゐ

大
金
決
議
書
を
伊
吹
、
’
大
学
当
局
に
提

出
し
た
。
　
　
　
ぃ

ZＪ皿趾、

　目

一
そ

午
竺
時
上
錬

▽
思
想
・

十
時
－
十
二
時

－
三
時
）

▽
歴
史
学
籾
・

一
郎
（
火
・

（
金
・
二
時

一
（
穴
・
一
時
天
一

時
）
、
長
尾
久
（
今
十
時
－
十
二
時
ｘ

鰍松を察究鞄

山
田
一
郎
（
金
丿
十
時
↓
二
時
）
　
　
汀

▽
教
育
学
須
順
子
采
・
一
時
１
か

三
時
）
　
　
’
　
　
　
　
　
Ｔ

松
木
具
二
氏
ら

　
　
駿
河
台
本
校
で
連
日

　
　
　
贋
寥
緊
忿

箭
交
校
戈
日
素
会
が
九
｝

番
教
室
で
行
な
ね
れ
て
い
る
。

▽
一
日
　
松
本
あ
二
　
▽
二
日

竺
二
　
▽
五
日
一
国
分
一
太
郎

日
安
田
武
八

▽清
穴水

にシもこ吏缶俳さだ坐__活なフが？守

　
さ
き
に
、
東
京
大
学
法
学
部
教
授
会
が
打

ち
出
し
た
、
専
門
課
程
を
一
年
延
長
ず
る
と

い
う
法
学
部
五
年
制
案
は
、
戦
後
の
い
わ
ゆ
・

る
新
制
大
学
制
度
の
根
本
的
な
再
検
討
に
結

び
つ
く
た
め
、
そ
の
呼
ん
だ
波
紋
は
き
わ
め

て
大
守
Ｘ
新
聞
・
雑
誌
上
に
い
ろ
い
ろ
な

か
た
ち
で
、
東
大
案
の
経
過
や
各
大
学
の
反

響
な
ど
が
、
か
な
り
詳
し
く
伝
え
ら
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
は
、
芦
者
も
よ
く
承
知
し
て
お
ら

れ
る
と
こ
ろ
だ
と
琳
う
。
わ
た
く
し
も
立
場

　
　
　
　
　
上
、
い
ろ
い
ろ
な
機
必
一
に
意
見

匪圓
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
欄

を
か
り
て
、
現
段
階
に
お
い
て

ぞ
れ
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
教
に
欠
け
る
卒
業
生
を
送
り
出
さ
ざ
る
を
得
な

育
を
行
な
う
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
き
た
。
ち
’
い
実
情
に
あ
る
こ
と
は
、
否
定
す
る
こ
と
の

ょ
う
ど
こ
の
新
制
度
に
よ
る
卒
業
生
を
や
が
　
で
き
な
い
と
こ
ろ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

て
送
り
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
来
奏
あ
た
　
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
問
題

り
か
ら
、
こ
の
間
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
改
　
は
き
わ
め
て
深
刻
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

め
て
カ
リ
キ
ラ
フ
ム
全
般
の
再
検
討
を
行
な
　
な
い
。
宋
学
の
場
合
、
現
状
で
も
す
で
に
教

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と
　
員
の
負
担
は
か
な
り
過
重
に
な
っ
て
お
り
、

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
検
討
の
行
わ
れ
た
　
そ
の
う
え
教
南
も
図
書
館
も
現
状
で
ず
で
に

さ
い
、
す
で
に
学
年
の
延
長
も
考
え
ら
れ
な
　
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
さ
ら
に

い
で
は
な
か
っ
た
が
、
大
学
設
嘸
基

で
存
立
し
得
る
か
ど
う
か
に
大
き
な
問
題
が

あ
る
。

　
し
か
し
こ
こ
で
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
布
石
学
部

の
現
行
カ
リ
キ
ご
フ
ム
の
よ
う
に
、
あ
ま
り

に
も
法
楸
的
な
こ
ま
か
い
専
門
を
、
そ
れ
こ

そ
文
字
ど
お
り
の
過
密
で
教
え
こ
む
と
い
う

こ
と
で
、
果
た
し
て
法
鍬
的
な
も
の
の
考
え

方
に
な
れ
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
て
あ
ろ
う
か

準
の
枠
内
で
と
い
う
こ
と
が
前
提
と

な
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
は
、
ず
い

ぶ
ん
思
い
切
っ
た
残
り
た
く
さ
ん
な

の
わ
た
く
し
の
個
人
的
意
見
の
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
糾
成
す
る
こ
と
に

一
端
を
述
ぺ
て
み
た
い
。
　
な
っ
て
、
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
そ

　
そ
の
ま
え
に
、
こ
と
わ
っ
て
り
の
結
果
、
教
員
の
負
担
は
か
な
り
過

お
や
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
。
本
学
の
法
　
重
に
な
っ
て
お
り
、
学
狗
の
側
に
も
そ
れ
に

学
部
で
は
、
い
ま
か
ら
四
年
ま
え
に
、
カ
リ
近
い
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
考
凡
ら
れ
る
。

キ
ュ
ラ
ム
全
般
に
つ
い
て
怖
重
な
討
議
が
か
　
　
一
を
的
に
い
っ
て
、
旧
制
大
学
の
場
合
三

さ
ね
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
第
一
課
程
と
第
二
課
　
隼
で
あ
っ
た
専
同
課
程
が
、
新
制
大
学
の
場

程
と
の
課
程
別
が
採
り
百
れ
ら
れ
、
入
学
時
　
合
二
年
に
圧
釣
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
一
面

か
ら
学
生
を
将
来
の
志
望
に
従
っ
て
、
法
律
で
学
問
の
内
容
が
複
雑
に
な
り
、
ふ
え
て
い

職
を
志
す
も
の
（
第
一
課
程
）
と
実
業
辱
を
る
の
で
、
し
ー
λ
内
容
の
乏
し
い
深
み
の

志
す
も
の
（
第
二
課
程
）
と
に
分
け
、
そ
れ
Ｉ
な
ペ
ー
股
的
教
興
の
わ
り
に
専
門
的
知
識

　
駿
河
台
校
舎
封
鎖
に
と
も
な
い
、
法
人
事
務
室
・
は
学
外
1
2
ケ
所
に
分

散
、
事
務
連
絡
を
行
な
っ
て
い
る
。

。
大
学
当
局
の
連
絡
本
部
は
神
田
中
央
ビ
ル
に
あ
り
、
そ
の
ほ
か
振
天

堂
・
ク
ロ
サ
ワ
・
鈴
木
の
各
ビ
ル
は
じ
め
、
雙
爺
ホ
テ
ル
、
本
学
小

昨
町
校
舎
ヽ
大
学
院
、
明
治
高
校
ヽ
ラ
ク
ビ
ー
・
爽
紬
所
に
各
事
務
機

関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
和
泉
校
舎
関
係
の
連
絡
本
部
は
和
泉
研
修
館
、
教
員
の
詰
所

は
小
磯
旅
館
、
生
田
校
舎
関
係
の
連
絡
本
部
は
登
戸
石
油
、
教
員
詰
所

は
読
売
ラ
ン
ド
学
生
ホ
テ
ル
内
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

　
な
お
、
和
泉
・
生
田
校
舎
で
は
事
務
長
と
各
地
区
闘
争
委
員
長
と
の

問
で
確
約
書
が
交
換
さ
れ
、
一
部
教
務
関
係
の
事
務
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
Ｉ
ｊ
－

ｉ

－

－

―

詐
言
匹
ｈ
昌
門
頓
に
随
昆
リ

Ｉ

‐ ｡
｡ ｡
　
　
　
　

’
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ａ
″
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Ｊ
　
Ｉ

。
―
－
Ｉ
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Ｉ
Ｉ
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Ｉ
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Ｉ
－
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。
。
－
Ｉ
　
。

現
行
カ
リ
’
キ
ュ
ラ
ム
の
再
検
討
を

学
年
を
延
長
ず
る
こ
と
に
は
、
か
な
り
の
無

萍
が
予
鯛
さ
れ
る
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ

れ
に
相
応
す
る
だ
け
の
教
員
を
確
保
し
、
教

察
や
図
書
館
を
拡
充
す
る
こ
と
も
、
ど
れ
一

つ
を
と
っ
て
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
。
そ
の
う
え
法
学
部
だ
け
が
、
い
か
に
必

犀
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
池
学
部
と
異
っ

て
学
年
を
延
長
し
た
と
し
て
、
本
学
の
な
か

と
い
う
、
も
っ
と
も
耗
本
的
な
問
琵
で
あ
る
。

　
法
学
教
育
が
専
門
的
、
実
用
的
な
面
に
傾

斜
す
る
度
合
の
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

性
質
上
避
け
難
い
と
こ
ろ
だ
と
は
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
果
た
し
て
複
雑
化
し
た

社
会
、
内
容
も
従
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
ふ
え

た
法
律
学
に
対
応
で
き
る
か
と
い
う
問
畷
が

あ
る
と
夙
う
。
単
な
る
知
識
の
つ
め
こ
み
よ

り
も
、
法
律
的
な
も
の
の
考
え
方
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
、
ず
っ
と
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
そ

の
た
め
に
は
、
綜
合
的
判
断
力
の
養
成
と
か

隣
接
す
る
学
問
分
野
の
修
得
と
か
い
う
種
類

の
も
っ
と
某
1
1
1
本
的
な
問
題
が
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
現
行
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま
に
侈
業
年
限
を
延

長
し
、
こ
れ
に
い
ま
述
べ
た
某
一
木
的
な
問
題

　
　
　
に
か
か
わ
り
あ
い
つ
つ
あ
る
若
干
の

　
　
　
科
目
を
附
加
す
れ
ば
、
教
員
や
施
設

　
　
　
の
問
題
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
手
な
お

　
　
　
し
を
加
え
な
く
と
も
、
か
え
っ
て
教

　
　
　
育
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

　
　
　
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

　
　
　
た
一
方
で
は
、
法
律
に
対
す
る
基
礎

的
な
知
同
と
も
の
の
考
え
方
、
そ
れ
に
広
範

な
隣
接
諸
科
学
と
を
大
学
で
身
に
つ
け
て
お

け
ば
社
会
に
出
て
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に
応
じ

法
律
的
こ
ふ
影
い
玲
門
知
識
を
修
得
す
る
よ

う
な
こ
と
は
、
決
し
て
無
事
で
は
な
い
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
か
ら
、
現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
抜
本
的
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
年

限
を
延
長
し
な
く
と
も
、
教
育
効
果
を
挙
げ

得
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
論
者
の
な
か
に
は
、
東
京
大
学
法
学
部
の

杓
ち
出
し
た
1
:
年
実
に
、
や
が
て
は
他
大
学

も
迫
随
首
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
い
う

も
の
も
あ
り
、
一
方
に
は
ま
た
、
大
学
の
画

一
化
打
破
ユ
藻
化
へ
の
み
ち
と
論
ず
る
も

の
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
も
し
五
年
制
が
実

現
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
事
実
上
、
四
年
制

大
学
と
五
年
制
大
学
と
の
分
解
も
惹
起
洽
れ

結
果
的
に
は
、
す
で
に
財
政
面
で
つ
い
て
い

る
大
学
間
格
差
を
、
さ
ら
に
年
限
で
も
つ
け

大
学
間
格
差
を
一
層
大
命
ｘ
ず
る
だ
ろ
う
と

う
れ
え
る
も
の
も
あ
る
。

　
わ
た
く
し
は
、
本
学
法
学
部
教
授
会
で
、

た
ま
た
ま
さ
き
に
述
べ
た
事
情
も
存
ず
る
こ

と
ゆ
え
、
現
行
の
カ
リ
牛
ご
フ
ム
の
再
検
討

を
ふ
く
め
て
、
い
ま
の
制
度
の
な
か
で
法
学

教
肯
の
実
を
ほ
ん
と
う
に
察
げ
る
に
は
、
カ

リ
牛
ご
フ
ム
編
成
を
ど
っ
す
で
妬
を
抜
本

的
に
考
え
な
お
し
、
現
制
度
で
は
ど
っ
し
て

も
駄
目
な
の
か
ど
う
か
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ

ろ
ま
で
徹
底
的
に
検
討
し
て
も
ら
フ
考
え
で

あ
り
、
本
学
の
実
情
を
ふ
ま
え
て
、
法
学
部

の
発
展
に
資
し
た
　
　
　
　
　
‘
　
Ｒ
μ

ｙ
゛
を
宮
島
田
正
・
貝

連
絡
本
部
ぱ
中
央
ゼ
ル

法
人
事
務
室
、
1
2
ケ
所
に
分
散

五
。
▽
理
事
窓
入
所
・
蜜
｛
？
ｏ
三

一
一
｝
　
］
　
　
　
　
　
ｆ

【
山
の
上
ホ
テ
ル
】
千
代
田
区
神
田
駿

河
台
一
Ｌ
一
。
▽
理
更
二
愚
で
三

二
二
七
）
　
　
　
　
‐
、
・

　
【
中
野
高
校
一
中
野
区
桜
川
町
五
〇
〇

▽
生
田
事
務
室
（
慨
ｗ
Ｔ
八
七
〇
四
）

　
【
本
学
大
学
院
】
千
代
田
区
神
田
駿
河

た
ノ
ー
。
▽
各
学
部
事
務
室
（
電
2
9
3

一
九
六
四
四
）
▽
短
大
事
務
室
（
同
）

▽
現
業
員
詰
所
（
同
）
　
　
　
　
。
。

　
【
本
学
和
泉
研
修
館
｀
杉
並
区
和
臭
町

四
九
弓
▽
和
臭
本
部
（
讐
ヅ
二
三

和
泉
・
生
田
で
．
・
、

事
務
が
始
ま
る

和
泉
闘
争
委
員
会
（
委
員
長
・
小
森

紀
男
君
）
で
は
学
割
・
通
学
嗣
明
証
な
一
正
午
と
す
る
。
な
お
休
憩
時
間
は
正
午

ど
の
一
部
の
事
務
繊
務
を
か
ね
て
よ
り

当
局
に
申
し
入
れ
て
い
た
が
一
日
、
平

田
賢
次
和
泉
校
舎
事
務
長
と
小
森
委
員

長
と
の
聞
で
一
部
の
事
務
取
扱
い
に
つ

い
て
の
破
約
粛
が
交
換
さ
れ
た
。
「
①
執

務
す
る
場
所
は
教
務
関
係
事
務
室
と

し
、
そ
の
範
囲
は
事
務
長
が
決
定
す

る
。
②
教
務
関
係
事
務
室
の
鍵
は
事
務

長
が
管
理
す
る
。
な
お
冬
期
休
暇
中
も

ふ
く
む
。
卯
帆
務
期
間
は
十
二
月
十
七

日
ま
で
と
す
る
。
④
執
務
時
間
は
事
務

長
が
決
定
し
、
平
日
は
午
前
十
時
か
ら

牛
後
三
時
。
土
曜
日
は
午
前
十
時
か
ら

か
ら
午
後
一
時
ま
で
。
⑥
事
務
氏
名
で

職
員
の
通
交
証
を
発
行
す
る
。

　
な
お
、
生
田
校
舎
で
も
十
日
か
立

部
教
務
関
係
の
事
務
業
務
が
行
な
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
九
日
、
葉
山
三
郎
生
田

事
務
氏
と
、
井
□
萌
黄
田
旭
区
闘
争

委
員
長
（
男
二
）
と
の
間
に
確
約
書
が

交
換
さ
れ
、
翌
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

も
の
。
執
務
時
間
は
平
日
正
午
か
ら
午

後
三
時
。
玉
岡
日
比
午
印
十
時
か
ら
正

午
ま
で
。

中
大
で
も
ス
手
突
入

　
　
　
８
日
学
館
問
題
で
紛
争
が
続
く

じ
け
順
に
回
に
兄
宍
昌
、
鴛
築
。
入
二
ぽ
腿
汪
付
託

た
賛
成
派
を
妨
害
し
よ
う
と
し
た
た
め

双
方
が
入
り
乱
れ
て
な
ぐ
り
合
い
に
な

っ
た
も
の
。

　
学
生
大
会
方
式
が
決
定

　
　
国
学
院
大
、
自
治
紛
争
が
解
決

　
学
生
自
治
会
と
体
育
連
盟
と
の
間
で

昨
年
五
月
以
来
、
自
治
機
構
に
関
し
紛

争
が
統
い
て
い
る
国
学
院
大
学
（
佐
々

木
行
忠
学
長
）
は
、
十
一
月
十
二
日
に

乱
闘
事
件
を
起
し
た
が
い
二
十
九
日
、

学
生
総
会
が
聞
か
れ
①
教
養
学
部
八
王

子
移
転
反
対
②
学
内
の
民
主
化
③
自
治

機
構
現
行
規
約
改
年
－
‐
の
決
議
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
以
前
の
自

治
会
、
文
運
、
体
連
の
並
列
が
、
三
者

分
立
と
な
り
、
代
議
制
の
学
生
総
会
方

式
が
直
接
民
主
制
の
学
生
大
会
方
式

と
な
っ
た
。
ま
た
山
田
学
生
部
長
が
辞

任
、
新
た
に
吉
川
学
生
部
長
に
引
継
が

れ
た
。
な
お
、
十
二
月
十
四
日
に
全
学

教
授
会
が
聞
か
れ
、
教
授
会
の
方
針
が

打
出
さ
れ
る
も
よ
う
で
あ
る
。
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て
行
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
山
の
ぼ
り

’
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
も
の
だ
と
巴
っ

　
て
い
ま
す
。

　
　
山
の
ぼ
り
が
人
間
の
行
為
で
あ
る
以

　
よ
、
山
に
の
ぼ
る
人
間
の
能
力
（
技
術

　
体
力
、
心
が
ま
え
）
が
問
題
で
す
。
遭

　
季
節
風
が
吹
き
、
い
よ
い
よ
冬
山
シ

ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
二
十
六

日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
山
岨
部

の
合
宿
を
終
っ
て
下
山
し
た
ば
か
り
の

が
起
し
て
り

る
以
上
絶
慰

と
考
凡
て
か

甦
事
故
は
山
と
人
と
の
調
和
が
く
ず
れ
　
が
無
知
、

遭
難
と
登
山
条

｀
山
岳
郎

　
コ
ー
チ

富
士
山
で
滑
落
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
　
た
時
お
こ
る
も
の
で
す
。
こ
の
山
と
人

出
し
た
。
山
の
ぽ
り
と
い
っ
て
も
い
ろ
　
の
調
和
は
そ
の
行
為
す
る
人
の
能
力
に

い
ろ
あ
る
し
、
ま
た
、
そ
の
考
え
方
も
　
よ
っ
て
異
い
ま
す
が
、
山
に
の
ぼ
る
以

い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
昔
か
、
私
は
Ｉ
　
上
残
念
な
が
ら
遭
難
は
避
け
ら
れ
な
い

人
の
人
問
が
自
然
に
接
し
、
登
山
と
い

う
行
為
の
中
で
の
い
ろ
い
ろ
な
条
件

を
、
自
分
の
中
で
考
え
、
創
り
、
そ
し

と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
メ
コ
。
一
見
、
‘

不
可
抗
力
と
も
み
え
る
場
合
で
も
・
第
三

・
。
そ
れ
山

-

自

登

か

で
し
ょ
う
。
た
だ
最

の
場
合
、
尊
い
生
命

不
屈
意
の
た
め
に
山

?ハけの
１

に
思
う
に

芯

小
林
一
正
尚
｀

に1

に
指
導
一
に

と
思
い
ま
ず
。
’
・

が
な
さ
れ
て
い

は
詐
さ
れ
る
べ
’
ふ

こ
れ
ら
の
遭
難
棺

い
今
日
、
十
二
月
か

‾¬
登

の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
き
た
本
学

の
必
死
の
反
雖
も
功
を
奏
さ
ず
、
あ
せ

っ
た
本
学
は
無
計
な
プ
レ
ー
が
め
だ
っ

た
。
柘
局
本
ま
Ｉ
ム
は
前
・
後
半
と

も
得
点
な
く
、
こ
対
○
で
敗
れ
た
。
こ

の
結
果
、
全
タ
岬
ト
ル
制
覇
が
期
待
さ

れ
た
本
学
チ
ー
ム
は
、
東
西
学
生
王
座

と
全
日
本
選
手
借
を
逸
し
、
今
年
度
四

つ
の
タ
イ
ト
齢
隻
得
し
た
に
と
ど
ま

っ
た
。
。
』

白
戸
克
巳
主
―

こ
の
試
合
の
敗
因

1ハj芯･･ぬ1健肪’赳仝　。1　鮑か麿戈‘i毎Ａ一
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「
煙
草
は
や
は
り
ピ
ー
ス
で
な
く
っ
ち
ゃ
あ
ね
」
。
と
か

「
あ
の
皆
以
外
の
コ
ー
ー
・
ヒ
ー
は
飲
ま
な
い
よ
」
。
と
は
よ
く

八昂雙
匹　ゲタ=７脳端

耳
に
す
る
益
宍
で
あ
る
が
、
彼
ら

の
味
覚
と
嗅
覚
が
ピ
ー
ス
と
そ
の

コ
ー
ヒ
ー
に
麻
癩
し
て
い
る
だ
け

の
話
で
、
別
に
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
ま

ず
く
っ
て
、
外
の
店
の
コ
ー
ヒ
ー

が
い
け
な
い
訳
で
は
あ
る
ま
い
。

ピ
ー
ー
ス
ば
か
り
で
遍
し
て
い
る
者
が
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
臭
い
を

変
だ
と
思
い
、
同
じ
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
す
ま
し
て
い
た
者
の

舌
が
外
の
コ
ー
ヒ
ー
に
馴
ま
な
い
道
理
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
危
惧
さ
れ
る
の
は
、

彼
ら
が
精
神
の
面
で
も
同
七
ド
グ
マ
を
犯
し
て
い
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
、
『
資
本
た
し
か
涜
ん
だ
こ
と
の
な
い
者
が

　
　
『
思
想
』
『
感
覚
』
の
黙
庫

乖
命
を
叫
ん
で
も
誤
称
。
四
郎
』
以
外
に
読
倚
篇
ゼ
持
だ

な
い
者
が
「
純
文
学
は
つ
ま
ら
な
い
、
面
白
い
と
い
う
点
で

は
、
や
は
り
大
衆
文
学
だ
。
」
と
言
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
同

調
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
匪
の
中
の
異
常
は
ど
う
も
こ
こ
に

原
因
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
し
か
た
が
な
い
。
「
毛
沢
庵
語

録
忙
敏
腕
ま
な
い
中
共
の
青
年
が
尖
鋭
化
し
、
俗
悪
週
刊

彷
の
氾
鯛
の
中
で
育
っ
た
日
本
の
若
者
が
叫
。
落
し
、
名
く
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
そ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
な
生
活
を
よ
し

と
す
る
。
ひ
と
た
び
、
あ
る
阻
リ
を
取
り
入
れ
た
者
、
そ
し

て
、
そ
の
巴
別
に
頭
を
、
感
覚
を
煕
翌
ぜ
て
し
ま
っ
た
盾

そ
う
い
う
人
言
安
子
ぎ
は
し
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
さ
み
）
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支
え
る
常
勝
の
伝
統

　
い
よ
い
よ
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
Ｊ
Ｔ
ツ
、
ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
の
聯
節
、
中
で
も
恣
叉
ケ
ー
冷
の
活
躍
は
め
ざ

ま
し
く
過
去
全
日
本
栄
生
選
手
権
大
会
で
十
四
連
吟
今
年
は
ま
た
一
段
と
充
実
し
、
十
兄
達
眼
に
挑
む
勢
い
を
み

せ
て
い
る
。
一
般
に
ス
キ
ー
の
ジ
づ
’
プ
競
技
な
ぶ
よ
く
知
ら
八
て
い
る
が
、
ス
ケ
ー
ト
に
対
す
る
関
心
は
薄
い

よ
う
だ
。
そ
こ
で
本
学
ス
ケ
ー
ト
部
が
な
ぜ
強
い
か
を
過
去
の
成
績
・
試
合
濡
び
を
匁
考
に
し
て
そ
の
原
因
を
探

り
て
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
原
記
者
）

　
大
正
十
二
年
頃
、
山
岳
部
に
所
属
す

る
Ｉ
グ
ル
ー
プ
に
す
が
な
か
っ
た
本
学

ス
ケ
ー
ト
部
は
、
昭
和
五
年
頃
か
ら
序

々
に
七
の
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
昨
年
に

は
イ
ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
Ｈ
‥
全
日
本
学

先
追
呑
吊
一
で
’
悠
一
嶮
し
十
四
連
扮
、

通
算
寸
八
吻
と
い
う
輝
し
い
金
字
塔
を

う
ち
た
て
、
王
座
の
位
廬
に
つ
い
た
。

ス
ケ
ー
ト
居
つ
』
Ｔ
ド
・
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
・
フ
ゴ
て
ア
の
三
部
門
に
分
か

れ
て
お
り
、
ノ
シ
・
穴
ン
に
お
け
る
優

匪手権

C7)記録

一位　，

二位総合一位
一位･　（９）

弓箭。自一ａ

一位（10:･

勝
は
こ
の
三
部
門
の
力
が
平
均
し
て
強

力
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
既
し
と
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
学
チ
ー
ム
は
近
年
で

は
三
十
五
年
に
ス
ピ
ー
ド
部
門
で
三
位

に
甘
ん
じ
た
他
は
、
別
表
の
よ
う
に
各

部
門
と
も
一
位
、
二
位
を
占
め
て
い

る
。

　
本
学
の
こ
の
記
蝕
は
伝
統
を
ぬ
き
に

し
て
は
諧
れ
な
い
。
大
正
十
四
年
、
山

岳
部
か
ら
独
立
し
、
ま
ず
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
の
強
化
に
つ
と
め
次
い
回
ノ
イ

一位

一位総合一位１
二位　（m　！

Ξh1自一
一

一位　（12）　一

回ha合一位

一位　（13）　

｜

ﾄ（

一２　　　１

－位総合一位｜
－Q（14）　｜

ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
フ
ご
て
ア
も
遍
し
く

躍
進
を
と
げ
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く

　
。
ス
ケ
レ
ム
閤
？
と
さ
さ
や
か
れ
注

目
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
倉
町
太

郎
、
則
野
鳥
虎
、
今
野
東
雄
、
久
永
勝

一
郎
ら
の
超
一
流
と
い
わ
れ
る
現
監
督

・
コ
ー
作
陣
も
か
っ
て
は
こ
の
第
一
期

黄
至
時
代
を
担
っ
た
選
手
た
っ
た
。
こ

う
し
て
昭
和
初
年
に
ス
ケ
ー
ト
部
の
磋

が
禎
か
れ
た
。
ご
く
最
近
で
は
ス
ピ
ー

ド
に
大
久
保
次
ぶ
、
新
保
汐
、
鈴
木
嵐

　
一
ら
内
外
に
名
を
剛
せ
る
選
手
を
生
み

出
し
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
選
手
は
第

二
期
黄
金
時
代
の
担
い
手
で
、
萌
洽

の
ス
ケ
ー
ー
ト
」
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に

し
た
と
い
え
よ
う
。
イ
ン
・
カ
レ
に

の
た
め
に
次
の
三
点
を
強
消
し
て
い

る
。

一
、
充
実
し
た
練
習
。
シ
ー
ズ
ン
・
オ

フ
の
ハ
ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
ク
、
柔
軟
体

操
の
強
化
徹
底
。

二
、
合
宿
所
の
完
備
、
融
和
、
リ
ン
ク

の
確
保
。
　
｀
゛

三
、
部
員
の
責
的
確
得
。

し
か
し
監
督
の
悩
み
は
部
員
の
確
得
に

あ
っ
た
。
入
試
の
聚
に
は
ば
奎
れ
て
欲

し
い
三
割
も
集
ま
ら
な
い
。
本
学
を
素

通
り
し
て
他
校
の
ス
ケ
ー
ト
部
で
活
躍

し
て
い
る
者
が
か
な
り
い
る
の
で
あ

る
。
が
、
「
去
る
者
は
追
わ
ず
、
来
た

者
を
毅
え
る
。
決
し
て
背
伸
び
は
し
な

い
。
」
を
信
条
と
し
部
叫
に
瀕
し
た
練

習
を
諌
し
、
個
々
の
技
を
最
も
高
め
る

よ
う
つ
と
め
た
。
部
踊
が
監
肯
衆
摂
う

ゆ
え
ん
は
そ
こ
に
あ
る
。
指
導
者
に
対

ず
る
選
手
の
信
州
が
厚
い
の
に
は
驚
く

ば
か
り
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
勝
因
が
秘

ん
で
い
る
。

　
本
学
は
よ
き
ラ
イ
バ
ル
に
も
恵
ま
れ

八
達
胎
し
た
時
ｏ
倉
町
監
督
が
「
全
力
石
。
立
教
大
チ
ー
ム
が
そ
れ
で
あ
る
。

一一-

　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　-

が
あ
る
が

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
に
個
い

と
い
う
点
で
本
学
と
よ
く
似
た
チ
ー
ー
ム

カ
ラ
ー
を
持
っ
て
い
る
。
似
た
者
同
志

だ
け
に
双
方
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
は
い
や

が
う
え
に
も
Ｍ
ま
っ
た
。
昭
和
三
十
四
万

五
、
六
年
の
イ
ン
カ
レ
で
覇
権
を
争
っ

た
ほ
か
、
古
く
は
昭
和
二
年
に
も
本
学

－
立
教
大
の
火
花
を
敷
ら
す
闘
い
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
試
合
に
お

い
て
も
売
玉
立
教
大
が
い
つ
も
決
勝

一

　
全
日
沓
玉
室
内
庭
憑
孚
椎
大
会

鰻
終
日
ぱ
、
十
二
月
四
日
東
京
体
育
館

で
決
勝
戦
が
行
な
わ
れ
、
本
学
畠
中
君

氏
受
四
）
選
手
が
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ

で
か
ち
あ
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
で

は
口
火
チ
ー
ム
の
躍
進
が
め
ざ
ま
し

く
、
近
い
将
来
本
学
に
と
っ
て
日
大
が

第
二
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
こ
と
ぱ
ま
ち

が
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
昨
年
の
イ
ン
・
カ
レ
に
本
学
は
三
部

門
で
一
位
を
占
め
、
恐
望
の
完
全
優
勝

を
な
し
と
げ
た
が
、
こ
の
時
の
選
手
の

気
迫
は
か
っ
て
な
い
ほ
ど
允
実
し
て
い

た
。
伝
統
が
か
え
っ
て
重
荷
に
な
る
こ

と
も
あ
る
が
、
本
学
ス
ケ

。
１
ト
祁
の
場

合
、
常
勝
の
源
は
伝
統
と
そ
れ
に
付
随

す
る
、
指
導
者
の
充
実
、
よ
き
ラ
イ
バ

ル
の
存
在
な
ど
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

者
が
考
え
た
時
に
は

9 9
％
ち
か
く
が
渋
　
ら
実
施
さ
れ
て
七
る
、
寓
府
県
の

５
(
Ｚ
)
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
り
ｏ
ｏ
ｎ
日
り
ｏ
ｏ
ｎ
日
ｙ
ｏ
ｏ
肖
Ｈ
Ｕ
ｏ
ｏ
ｎ
Ｈ
）
ｏ
ｏ
６
Ｈ
‥
‥
ｙ
ｏ
ｏ
｛
＝
Ｈ
ｖ

訃

｀
日
り
ｏ
ｏ
６
日
１
１
ｙ
ｏ
ｏ
｛

準
決
勝
で

ホ
ッ
ケ
ー
、
全
日
本
も
逸
す

　
全
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
は
十

一
月
十
一
日
か
ら
四
日
聞
、
駒
沢
競
技

場
で
将
な
わ
れ
た
が
、
昨
年
に
次
い
で

こ
の
大
会
二
連
勝
を
ね
ら
う
本
学
チ
ー

ム
が
｝
一
・
決
勝
で
敗
退
す
る
と
い
う
大
番

狂
わ
芸
迢
石
だ
。

　
第
竺
日
目
の
十
一
月
十
三
日
、
本
学

は
慶
大
と
対
戦
、
前
半
開
始
直
後
、
本

学
は
麦
大
の
あ
ざ
や
か
な
シ
ュ
ー
ト
で

一
点
先
取
を
詐
し
た
。
ま
た
後
半
に
も

一
点
を
追
加
さ
れ
た
。
一
方
祠
勝
’

畠
中
、
単
・
複
と
を
優
勝

全
日
本
室
内
ぼ
球
選
手
権
で

Ｉ
ス
な
嬢
ね
。
則
者
甘
況
］
っ
た
が
余
裕

の
見
え
る
畠
中
が
８
１
６
で
北
村
を
お

さ
え
初
轍
鮒
し
た
。

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
決
勝
昌
中
は
討

非
の
カ
ン
の
良
い
コ
ー
ト
カ
バ
ー
も
あ

っ
て
、
北
村
・
鯨
井
組
の
燃
重
な
プ
レ

ー
を
㈹
ざ
ぶ
り
６
１
２
、
セ
ッ
ト
カ
ウ

ン
ト
２
対
Ｏ
の
ス
ト
ｙ
ｌ
岫
畠
中
・
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父
の
岳
娑
ま
だ
七
ヵ
月
、
心
に
去
来
す

る
も
の
が
多
く
て
、
思
い
出
話
を
記
す
ペ
ン

が
曳
く
啄
じ
ら
れ
康
一
・
’
。
あ
ま
り
の
急
逝
だ

っ
た
た
め
に
、
ま
だ
時
λ
帰
っ
て
く
る
よ
う

な
気
さ
え
し
生
気
　
　
　
　
Ｉ

　
父
法
政
こ
二
Ｉ
一
一
九
州
は
阿
蘇
外
輪
山
詞

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
曹
徊
宗
寺
院
ｅ

薄
還
な
り
、
中
学
卒
業
後
は
福
井
県
に
あ

る
鷺
回
失
太
山
永
平
寺
に
や
ら
れ
、
こ
こ

で
一
年
ち
か
く
修
行
し
ま
し
た
が
、
す
で
に

道
元
の
精
神
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
に
失
望
石

て
山
を
下
り
、
上
京
し
ま
し
た
。
そ
の
後
東

京
大
学
国
史
学
科
に
入
学
、
一
九
二
八
年
卒

業
、
同
型
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
入
所
。

駒
沢
大
学
教
授
を
兼
任
、
終
戦
の
年
に
応
召

み
た
い
と
思
い
ま
ず
。

　
一
九
四
五
年
以
前
は
、
日
本
仏
教
史
研
究

に
そ
の
全
勢
力
を
そ
そ
い
で
い
ま
す
。
最
初

の
論
文
は
一
九
二
八
Ｅ
日
本
風
俗
史
講
座
に

書
い
た
「
寺
院
生
活
」
と
題
す
る
中
世
に
お

け
る
禅
宗
の
宗
教
史
的
、
社
会
経
済
史
的
研

究
で
す
。
そ
の
ご
の
著
書
で
主
な
も
の
と
し

て
は
一
九
三
五
年
「
鳶
元
」
三
九
年
「
日
本

に
あ
っ
’
て
、
と
く
に
肥
後
庸
政
史
・
明
治
維

新
史
の
研
究
に
没
頭
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
一

つ
に
は
、
第
一
両
大
戦
後
学
問
の
研
究
が
自

由
に
な
っ
た
た
め
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
が

ら
日
本
史
を
見
直
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
こ

と
、
第
二
に
は
専
攻
の
日
本
宗
教
史
を
や
る

に
は
史
料
的
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
未
了
。
そ
５
昶
本
に
残
存
す
る
史
料
を

生
活
の
す
べ
て
を
学
問
に
△

　
ｒ
　
　
　
　
　
　
　

｀
一
・
こ
こ
一
一
一
一
一
一
一
圭
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一
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四
成
の
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゛
こ
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1
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1
1
1
1
1
｡
1

…
…
…
…
…
…
…
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
一
．
…
…
…
…
…
…
一
　
　
　
．
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ｉ
‐
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三

一

そ
の
ご
郷
里
で
聚
女
子
大
学
教
授
と
な
り

一
九
六
〇
年
四
月
明
鮑
大
学
文
学
部
に
う
つ

り
、
六
六
七
五
月
一
五
日
長
逝
い
た
し
ま
し

た
。
も
と
よ
り
私
が
知
る
父
は
後
半
生
で
す

が
、
一
応
一
九
回
細
、
一
九
六
〇
年
に
境

を
つ
け
、
四
五
年
以
碑
、
四
五
土
ハ
○
球
、

六
〇
土
八
六
年
の
竺
つ
に
区
分
し
て
記
し
て

米
田
東
逸
君
（
四
が
優
勝

第
六
諸
生
　
室
　
’
文
　
雄

仏
教
論
」
・
「
廃
仏
殿
釈
」
四
〇
年
「
日
本

仏
教
史
概
説
」
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
こ
の

段
階
で
は
そ
れ
迄
の
日
本
仏
教
史
が
、
教
団

史
・
教
理
史
の
域
を
出
な
い
こ
と
を
批
判
し

社
会
経
済
史
的
に
検
討
し
直
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
一
九
四
五
年
応
召
、
複
爾
後
は
郷
里
熊
本

-

第
2
1
回
全
日
本
学
生
雄
弁
大
会

　
花
井
杯
争
奪
全
日
本
学
生
雄
弁
大
会

は
中
央
大
学
、
辞
達
学
会
（
中
火
雄
弁

部
）
の
主
催
千
代
田
区
と
読
売
新
聞
社

の
後
援
に
よ
り
十
二
月
三
日
、
正
午
か

ら
中
央
大
学
講
堂
に
本
学
を
は
じ
め
傘

国
十
五
大
学
、
十
五
人
の
弁
士
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
た
。

　
こ
の
大
会
は
昭
和
二
十
一
年
か
ら
始

ま
り
事
実
上
、
学
生
雄
弁
日
本
一
を
決

定
す
る
と
あ
っ
て
聴
衆
約
一
、
〇
〇
〇

名
を
集
め
一
人
十
五
分
間
の
弁
論
で
行

な
わ
れ
た
。

　
ま
た
審
査
員
に
は
大
浜
英
子
氏
（
家

庭
裁
判
所
調
停
委
員
）
ら
九
名
が
厳
正

な
審
査
に
あ
た
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
本
学
の
米
田
東
逸
君

　
/
＆
h
t
t
p
:
/
／
ｗ
w
w
.
J
o
“
＆

ら
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　
と
の
大
ふ
惣
本
学
は
実
に
七
年
ぶ
り

に
伝
河
的
に
強
い
関
西
大
学
、
剛
央
大

学
を
破
っ
た
。

　
開
君
に
学
長
杯

　
　
　
　
　
　
第
九
回
学
長
杯
争
奪

　
　
　
　
　
　
部
門
別
雄
弁
大
会

　
第
九
回
本
学
学
長
杯
争
奪
全
日
本
大

学
部
門
別
雄
弁
大
会
は
十
一
月
二
十
六

日
午
前
十
時
か
ら
参
加
八
襖
、
九
名
の

弁
士
冷
集
め
て
記
念
館
講
堂
で
関
か
れ

た
。
統
一
テ
ー
マ
「
日
・
中
関
係
に
つ

い
て
」
を
取
り
上
げ
、
社
会
文
化
、
経

済
、
。
政
治
の
三
部
門
に
各
惣
名
が
参

加
し
論
旨
六
十
点
、
音
声
、
態
度
十
点

け
爵
一
こ
計
尽
Ｄ
吋
既
皆
馳
だ
孵
駝
喝
こ

吉
君
（
中
火
）
　
「
日
中
貿
易
発
展
を
願

っ
て
」
政
治
部
門
で
は
本
学
の
関
忠
弘

君
（
商
）
　
「
二
う
の
中
国
論
回
避
へ
の

提
言
」
が
各
部
門
別
に
優
勝
。

　
こ
の
部
門
別
の
優
勝
者
よ
り
選
ば
れ

る
学
長
杯
は
、
政
治
部
門
で
優
勝
し
た

宋
学
の
関
君
な
最
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
に
は
宇
都
営
徳
馬

氏
が
特
別
参
加
「
日
中
関
係
の
展
望
」

と
短
し
て
一
時
間
に
わ
た
り
講
演
し

ラ
ッ
セ
ル
国
際
法
廷

支
持
科
学
者
集
会
　
．

　
　
伺
日
　
捧
田
教
育
会
鰐
で

十
日
、
午
竺
時
旱
分
’
把
捉
‥
一
時

五
大
年
「
肥
後
濤
の
政
治
」
、
五
七
年
「
明

治
の
熊
本
」
等
が
あ
り
、
そ
の
間
「
熊
本
県

史
」
、
「
熊
本
県
議
会
史
」
の
監
修
も
や
り

ま
し
た
。
ま
た
五
八
年
に
は
「
西
南
戦
争
」

　
（
至
文
堂
）
、
六
〇
冲
に
は

‘ 「
西
郷
隆
盛
」

　
（
岩
波
新
書
）
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
一
九
六
〇
年
再
び
上
京
し
て
明
治
大
学
に

移
。
っ
て
か
ら
の
大
年
間
は
、
父
に
と
っ
て
も

っ
と
も
幸
せ
な
。
第
二
次
大
戦
前
の
思
想
統

制
・
郷
里
熊
本
に

お
け
る
研
究
条
件

の
不
便
さ
等
が
解

消
さ
れ
、
と
く
に

明
治
大
学
の
研

究
室
に
自
由
な
話

し
台
い
・
討
論
の
場
が
あ
る
こ
と
を
非
常
に

精
力
的
に
発
掘
し
て
、
史
料
集
の
刊
行
に
ふ
・
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
豊
富
な
史

み
切
り
ま
し
た
心
血
二
年
の
「
熊
本
区
誌
」
　
料
を
駆
使
し
て
、
思
う
存
分
専
攻
の
日
木
仏

を
手
は
じ
め
に
ヽ
凶
年
「
肥
後
国
郷
帳
」
・
　
散
史
研
究
に
打
ち
こ
む
父
の
姿
に
は
、
学
究

「
白
川
県
下
区
画
便
覧
」
・
庶
民
史
料
「
仁
と
し
て
の
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

助
咄
」
な
ど
郷
士
文
化
叢
書
十
散
冊
に
及
ん
　
え
ま
し
た
。
一
九
六
三
に
は
「
葬
式
仏
教
」

で
い
ま
す
。
ま
た
著
書
を
五
四
年
「
熊
本
の
　
を
、
六
四
年
に
は
「
治
鰐
宗
教
」
を
刊
行
し

歴
史
」
、
五
五
年
「
肥
後
藩
の
農
民
生
活
「
　
て
、
日
木
仏
教
更
に
葬
式
法
要
と
現
世
利
益

ま
で
、
神
田
教
育
会
館
（
四
階
講
堂
）

で
日
太
科
学
者
会
議
東
京
支
部
な
ど
三

団
体
の
主
催
に
よ
る
「
ベ
ト
ナ
ム
侵
略

反
対
・
ラ
ッ
セ
ル
国
際
法
廷
支
持
科
学

者
集
会
」
が
行
な
わ
れ
る
。
な
お
、
報

告
者
は
森
川
金
寿
、
松
岡
洋
子
、
帆
足

計
平
野
義
太
郎
氏
ら
。
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第
七
回
本
学
二
部
合
唱
部
定
期
演
奏

会
が
十
二
月
十
一
日
午
後
六
時
か
ら
、

新
宿
区
厚
生
年
令
包
聚
Ｔ
ル
で
行
な

わ
れ
る
。

◇
刊
行
物
◇

「
政
経
論
茜
（
第
三
四
空
八
号
）

『
明
治
大
学
人
文
科
学
宛
所
年
報
』

（
第
七
号

『
経
営
論
集
』
　
（
第
一
四
巻
一
号
）

異常･ｔ'愛↓の形態
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こ
の
世
の
中
に
人
間
同
志
の
連
帯
は

あ
り
う
る
か
Ｉ
そ
れ
が
夫
婦
と
い
う
絆

で
紹
ぱ
れ
て
い
て
も
！
を
テ
ー
・
マ
に
人

の
二
面
か
ら
ず
る
ど
い
メ
ス
を
加
え
よ
う
と

試
み
て
い
ま
す
。
し
か
し
念
願
で
あ
っ
た
神

通
史
の
書
合
印
へ
日
本
仏
教
史
の
体
系
づ

け
等
の
仕
事
を
残
し
て
逝
っ
た
こ
と
は
、

何
よ
り
心
の
こ
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

’
父
の
学
問
に
対
ず
る
態
度
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
し
た
。
生
活
の
す
べ
て
が
こ
れ
学
’

問
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
一
家
揃
っ
て
の
旅
行
・
観
劇
・
映
画
・

音
楽
会
等
一
度
も
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
、
私
が
も
の
心
つ
い
て
か
ら
の
父

の
生
活
は
、
ほ
と
ん
ど
一
日
中
机
に
む
か
う

姿
ば
か
り
で
し
た
。
そ
う
し
た
息
苦
し
い
生

活
に
抵
抗
を
惑
じ
た
こ
と
も
再
力
で
し
た
が

同
じ
通
を
歩
く
よ
う
に
な
っ
て
、
鰻
近
よ
う

や
く
父
の
生
活
が
理
解
で
き
、
自
分
の
時
間

を
但
る
努
力
の
む
づ
か
し
さ
を
簡
然
し
て
い

ま
す
。
今
に
し
て
思
え
ば
も
う
少
し
親
孝
行

し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
眉
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕎
学
部
助
手
）

間
の
″
芦
と
″
憎
悪
″
を
憚
い
た
映

画
で
あ
る
。

　
土
曜
日
の
夜
か
ら
始
ま
る
こ
の
物
語

は
中
年
の
大
学
教
授
夫
婦
が
、
一
夜
若

い
助
教
授
夫
婦
を
招
い
て
パ
ー
テ
ィ
を

も
よ
お
す
が
、
飲
む
に
つ
れ
夫
婦
間
の

こ
れ
ま
で
の
う
っ
せ
き
が
Ｉ
ペ
ん
に
曝

発
し
、
教
授
夫
人
は
大
の
眼
前
で
若
い

助
教
授
を
誘
惑
す
る
Ｉ
将
来
へ
の
夢

も
希
祠
も
な
く
嘲
笑
と
ヒ
ワ
イ
な
罵
言

と
相
手
の
恥
部
を
あ
ば
き
だ
す
こ
と
に

よ
っ
て
し
か
愛
の
反
応
と
連
帯
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
竟
ら
か
っ
た
異
常
な

　
″
愛
″
の
物
語
で
あ
る
。

　
こ
の
映
画
は
ブ
ロ
ー
・
・
ド
ウ
ェ
イ
で
上

演
さ
れ
て
い
る
演
劇
を
忠
実
に
映
画
化

し
た
も
の
で
二
時
間
十
四
分
と
い
う
上

映
時
間
を
会
話
に
よ
っ
て
展
開
ず
る
。

登
場
人
物
は
四
人
。
セ
ッ
ク
ス
を
意
味

す
る
露
骨
な
言
葉
が
平
板
な
会
話
を
引

き
し
め
て
い
る
。
（
ワ
’
Ｉ
ナ
ー
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
配
給
・
二
時
間
十
四
分
白
黒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馨
）

｀
（
犀
武
生
が
圧
倒
的

　
も
っ
と
先
着
威
あ
る

女
早
式
生
い
一
か
ｙ
人
差

★
ｉ
‘
ス
が
を
コ
ｉ

　
’
ト
ぷ
ク
ー
フ
ス
で
吋

★
ヂ
レ
ビ
や
週
刊
誌
け

　
ワ
セ
外
名
詞
で
す

‘’
〔
会
ヒ
は
安
く
四
年
閤

　
　
　
　
入
会
２
さ

　
　
　
　
２
年
後
に

　
こ
れ
い
ぜ
い
は
一
切
不
一

　
同
回
で
そ
や
れ
ぞ

★
Ｉ
試
作
混
み
ま
気
ら

「
割
引
白
白

　
　
　
　
　
　
「
航
空
部
が
創
設
さ
れ

　
　
　
　
　
　
た
の
は
、
昭
和
の
初
期

　
＝
一
一
″
一
一
　

で
あ
っ
た
と
肌
う
。
私

　
　
宝
　
　
の
航
空
部
長
は
そ
の
こ

ろ
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
・
・
・
…
…
2
7
年
に
母

校
の
教
壇
に
復
帰
す
る
と
、
再
度
、
部

長
を
希
望
さ
れ
て
、
こ
れ
吏
綸
帰
、

亦
来
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
」
と
巻
頭

言
で
語
る
関
末
代
策
教
授
の
言
葉
は
そ

の
ま
ま
航
空
部
の
歴
史
に
つ
な

哨失が出Ｑで珊の

が
る
。
－
ト
昭
和
五
年
創
立
。

同
七
年
満
州
建
国
祝
賀
訪
問
飛

行
。
同
十
年
、
大
学
と
し
て
初

め
て
飛
行
機
サ
ム
ソ
ン
ー
機
購

入
。
戦
時
中
は
民
間
パ
イ
ロ
。

ト
と
し
て
物
質
の
空
輸
。
そ
し

戸肩

て
幾
多
の
Ｏ
Ｂ
部
員
が
大
空
の
華
と
し
Ｉ

て
敷
っ
た
。
－
「
飛
行
機
を
所
有
し
て

い
た
大
学
は
、
ひ
と
り
わ
が
明
大
だ
け
づ

で
あ
、
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
旧
式
な
ボ
ロ

飛
行
機
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
で
あ
っ
た
　
に

か
野
球
部
が
優
勝
し
た
際
、
私
が
そ
れ

に
同
乗
し
て
、
神
宮
外
苑
の
球
場
へ
祝

賀
飛
行
を
決
行
、
機
上
で
ハ
ン
カ
チ
を

振
り
振
り
、
選
手
諸
君
の
喜
び
の
顔
を
　
部

見
下
し
た
の
も
、
一
つ
の
良
き
思
い
出

等
が
日
増
に
悪
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

歪
を
人
間
生
活
⑩
場
と
し
て
捉
え
た
生

活
環
境
の
面
か
ら
改
善
す
べ
き
で
あ

.
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